
【GIGA×指導の工夫・改善】 個別支援の在り方

須坂市立東中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜考察＞
①個別の支援シート作成
ICTを活用した学びの複線化
が進むほど、教師が追究中の生
徒の実態をつかむことが難しくなっ
ていくと感じている。そこで、全教
科で個別の支援シートを作成し、
教師が支援の必要な生徒を重
点的に支援できる環境をつくるよ
うにした。
②追究途中の生徒への支援
追究途中のシートや振り返り
シートなどがクラウド上で管理され
ていることで、教師は授業中、授
業外で生徒の追究の様子を閲
覧することができる。これにより、
生徒にコメントを送ったり、次の授
業の支援計画を立てたりすること
が容易となった。
③知識・技能の定着を把握
生徒に学習を委ねることで、一
斉で知識・技能の理解を確認す
ることが難しくなってきている。そこ
で、生徒自身のタイミングで知
識・技能の理解を確認できるよう、
CBTテストを作成した。テストは
合格できるまで何度も挑戦でき
るようになっている。

全教科で個別支援を充実させるための支援シートを作成。個別での学習に取り
組む姿勢、協働的な学びに取り組む姿勢、個別支援を必要とするかを教科担任
が５段階に分けた。これにより、教師が指導に当たる際に、どの生徒から支援
をすれば良いか、協働を促す際に誰から声掛けをすればよいのかを判断するこ
とができるようになった。また、教科によって生徒の実態も異なってくる。各
教科の支援シートを比較することで生徒の様子を把握する役割も担うことが分
かってきた。
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②追究途中の生徒への支援 ③知識・技能の定着を把握

生徒がクラ
ウド上に提
出した追究
シートに教
師が直接コ
メントを入
力していく。

個人のタイミングで確認テストに挑戦。
何度も挑戦できる。


